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Ⅰ 調査の概要 

 

【調査の目的】 

本調査は、「第４次三豊市男女共同参画プラン」の策定に当たり、高校生における男女

共同参画に関する意識や実態、意見等を調査し、今後の計画づくりのための基礎資料とす

ることを目的として実施した。 

 

【調査対象】 

市内の高等学校に在学する生徒 

 

【調査方法】 

各学校を通して配布、回収※ 

 

【調査期間】 

令和３年 11～12 月 

 

【回収結果】 

配布数 ----------- 1,053 件（うちＷｅｂが 255 件） 

回収総数 --------- 904 件 

有効回収数 ------- 901 件（無記入票３票を除く） 

有効回収率 ------- 85.6％ 

 

【学校別回収状況】 （問２回答結果より） 

 標本数 笠田高等学校 高瀬高等学校 
四国学院大学 

香川西高等学校 
香川高等専門学校 
詫間キャンパス※ 

構成比（％） 100.0 25.0 26.7 34.4 13.9 

件数（件） 901 225 241 310 125 
 
※香川高等専門学校詫間キャンパスはＷｅｂによるアンケート実施 
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【報告書の見方について】 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入している。そのため、回答比率の合計は必ずし

も 100％にならない場合がある。 

（２）２つ以上の回答を可能とした（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100％

を超える場合がある。 

（３）数表、図表、文中に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）である。全標本数を示

す「全体」を「Ｎ」、「該当数」を「ｎ」で表記している。 

（４）図表中における性別などのクロス集計結果については、該当する属性等の設問に対

する無回答者（例えば、性別でクロス集計する場合における性別の無回答者）を除い

て表記しているため、属性ごとの基数の合計と全体の基数は同じにならない場合があ

る。 

（５）図表中においては見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％、

0.1％など）は、図と干渉して見えにくい場合などに省略している場合がある。また、

複数回答の図表中においては、見やすさを考慮し、回答割合の高い順に並べ替えて表

記している場合がある。 

（６）設問によっては、平成 29 年に実施した同調査との比較を行っている（時系列推移）。

その際、図表等の表記は平成 29 年調査を「Ｈ29 前回調査」と略記している。 

（７）この他、個別に参照事項がある場合は、本報告書の該当箇所に適宜記載した。 
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Ⅱ 回答者の属性 

 

１ 性別構成 

回答者の性別構成比は、「男性」が 54.3％、「女性」が 42.5％と、男性の割合が女性を

上回っている。 

 

男性

54.3%

女性

42.5%

その他

0.4%

答えたくない

2.0% 無回答

0.8%

全体(N=901)
 

 

 

２ 同居家族 

同居家族については、「母親」の割合が 82.5％と最も高く、次いで「きょうだい」（72.1％）、

「父親」（71.8％）、「祖母」（21.4％）、「祖父」（15.8％）の順となっている。 

 

71.8

82.5

15.8

21.4

72.1

15.0

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父親

母親

祖父

祖母

きょうだい

その他の人

無回答

全体(N=901)

（％）
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Ⅲ 調査結果 

 

１ 男女共同参画社会の認知状況 

問４ あなたは「男女共同参画社会」という言葉を知っていましたか。又は聞いたことが

ありましたか。（○印１つ） 

 

男女共同参画社会の認知状況については、「知っている（聞いたことがある）」が 69.0％、

「知らない（聞いたことはない）」が 29.7％となっている。 

性別では、女性は「知っている（聞いたことがある）」の割合が男性を大きく上回っ

ている。 

 

69.0

65.2

76.0

29.7

34.4

23.5

1.2

0.4

0.5

凡例（％）

全体(N=901)

【性別】

男性(n=489)

女性(n=383)

知っている

（聞いたことがある）

知らない

（聞いたことはない）

無回答

 

 

  

【時系列推移】 

前回調査結果と比べ、「知っている（聞いたことがある）」がやや増加した。 

 

65.0 

69.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

（％）

「知っている（聞いたことがある）」の割合
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２ 男女の性別差や役割分担等について 

問５ あなたは、次の考え方について、どのように思いますか。（○印１つずつ） 

 

男女の性別差や役割分担等については、「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合計し

た『賛成意識』の割合が高い順に、「③知的能力は、男女の差より個人差の方が大きい」

（83.2％）、「④体力を使う仕事以外は、男女に大きな能力の差はない」（62.8％）となっ

ている。 

一方、「⑤男性の方が論理的である」については、『反対意識』（「反対」と「どちら

かといえば反対」の合計）が 71.3％と最も高くなっている。 

 

7.0

8.0

47.2

31.5

4.6

7.3

26.7

24.1

36.0

31.3

22.9

25.7

35.3

32.2

10.4

24.4

40.6

37.8

30.0

34.4

5.3

11.8

30.7

28.1

1.0

1.3

1.1

1.0

1.2

1.0

凡例（％）

全体(N=901)

①夫（男）は外で働き、妻（女）は

家庭を守るのが望ましい

②「男は男らしく、女は女らしく」

という価値観や考え方

③知的能力は、男女の差より

個人差の方が大きい

④体力を使う仕事以外は、

男女に大きな能力の差はない

⑤男性の方が論理的である

⑥男性の方が感情的である

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対 無回答
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平均評定値※による属性別傾向をみると、女性は「①夫（男）は外で働き、妻（女）は

家庭を守るのが望ましい」「②男は男らしく、女は女らしくという価値観や考え方」「⑥

男性の方が感情的である」で『反対意識』が男性を大きく上回っている。 

 

※平均評定値  
平均評定値とは、「賛成」「反対」に２点、「どちらかといえば賛成」「どちらかといえば反対」に１点の係数を、それぞれの回

答件数に乗じ、加重平均して算出した値で、グラフ上では左側が反対、右側が賛成を示す指標である。 

 

 

全体(N=901)

男性(n=489)

女性(n=383)

性

別

0.55 

0.30 

0.84 

1.20 0.60 0.00 0.60 1.20

①夫（男）は外で働き、妻（女）は

家庭を守るのが望ましい

反対←－－－－－→賛成

 

0.62 

0.38 

0.88 

1.20 0.60 0.00 0.60 1.20

②「男は男らしく、女は女らしく」

という価値観や考え方

反対←－－－－－→賛成

 

1.10 

1.15 

1.09 

1.20 0.60 0.00 0.60 1.20

③知的能力は、男女の差より

個人差の方が大きい

反対←－－－－－→賛成

 

 

全体(N=901)

男性(n=489)

女性(n=383)

性

別

0.47 

0.39 

0.55 

1.20 0.60 0.00 0.60 1.20

④体力を使う仕事以外は、

男女に大きな能力の差はない

反対←－－－－－→賛成

 

0.71 

0.60 

0.84 

1.20 0.60 0.00 0.60 1.20

⑤男性の方が論理的である

反対←－－－－－→賛成

 

0.54 

0.35 

0.75 

1.20 0.60 0.00 0.60 1.20

⑥男性の方が感情的である

反対←－－－－－→賛成
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【時系列推移】 

前回調査結果と比べ、「①夫（男）は外で働き、妻（女）は家庭を守るのが望ましい」

で「どちらかといえば賛成」が増加し、「②男は男らしく、女は女らしくという価値観や

考え方」で「反対」が大きく増加した。 

 

6.5

7.0

22.2

8.0

19.4

26.7

42.8

24.1

33.4

35.3

17.8

32.2

40.7

30.0

17.0

34.4

0.1

1.0

0.1

1.3

凡例（％）

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

賛成 どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対

反対 無回答

①夫（男）は外で働き、妻（女）は家庭を守るのが望ましい

②「男は男らしく、女は女らしく」という価値観や考え方

 
 

注１：②は前回調査では「女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをした方がよい」となっている。 
注２：前回調査結果については、下記のように読み替えて表記している。 

「そう思う」→「賛成」 
「どちらかといえばそう思う」→「どちらかといえば賛成」 
「どちらかといえばそう思わない」→「どちらかといえば反対」 
「そう思わない」→「反対」 
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３ 男女の平等意識 

問６ あなたは、次の分野で、男女は平等になっていると思いますか。①から⑧までの項

目について、それぞれお答えください。（○印１つずつ） 

 

男女の平等意識については、「平等になっている」の割合が高い順に「③授業・部活・

校則・委員会活動等」（68.9％）、「④進路指導・職業紹介等」（63.3％）となっている。 

また、『男性優遇』（「男性の方がとても優遇されている」「どちらかといえば男性が

優遇されている」の合計）の割合が高い順に、「⑤政治の場」（45.8％）、「⑧社会全体」

（32.1％）、「⑦社会通念・慣習・しきたりなど」（27.4％）となっている。 

 

2.9

4.6

1.1

1.7

14.8

2.3

6.1

3.8

14.3

17.8

6.3

8.3

31.0

15.3

21.3

28.3

53.7

46.9

68.9

63.3

31.6

50.1

40.0

34.5

10.8

5.7

6.8

2.6

0.3

6.3

3.1

7.3

3.4

1.0

3.1

0.6

0.1

2.2

0.7

2.2

13.9

22.9

12.8

22.8

21.0

22.8

27.7

22.9

1.0

1.2

1.0

0.9

1.2

1.0

1.1

1.0

凡例（％）

全体(N=901)

①家庭生活

②自治会などの地域活動の場

③授業・部活・校則・委員会活動等

④進路指導・職業紹介等

⑤政治の場

⑥法律や制度の上

⑦社会通念・慣習・しきたりなど

⑧社会全体

男性の方が

とても優遇

されている

どちらかと

いえば男性

が優遇され

ている

平等に

なって

いる

どちらかと

いえば女性

が優遇され

ている

女性の方が

とても優遇

されている

わから

ない

無回答

 
 



9 

 

平均評定値※による属性別傾向をみると、男性は「③授業・部活・校則・委員会活動等」

で『女性優遇』意識が高く、女性は「⑤政治の場」「⑥法律や制度の上」「⑦社会通念・

慣習・しきたりなど」「⑧社会全体」で『男性優遇』意識が高くなっている。 

 

※平均評定値  
平均評定値とは、男性、女性それぞれについて「とても優遇されている」に２点、「どちらかといえば優遇されている」に１

点、「平等になっている」に０点の係数を、それぞれの回答件数に乗じ加重平均して算出した値で、グラフ上では左側が男

性優遇、右側が女性優遇、中央に近いほど平等を示す指標である。 

 
 

全体(N=901)

男性(n=489)

女性(n=383)

性
別

0.03 

0.01 

0.07 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

①家庭生活

男性優遇←平等→女性優遇

 

0.25 

0.22 

0.30 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

②自治会などの地域活動の場

男性優遇←平等→女性優遇

 

0.05 

0.12 

0.05 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

③授業・部活・校則・

委員会活動等

男性優遇←平等→女性優遇

 
 

全体(N=901)

男性(n=489)

女性(n=383)

性

別

0.10 

0.08 

0.14 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

④進路指導・職業紹介等

男性優遇←平等→女性優遇

 

0.77 

0.69 

0.88 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

⑤政治の場

男性優遇←平等→女性優遇

 

0.12 

0.00 

0.31 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

⑥法律や制度の上

男性優遇←平等→女性優遇

 

 

全体(N=901)

男性(n=489)

女性(n=383)

性

別

0.41 

0.32 

0.54 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

⑦社会通念・慣習・しきたりなど

男性優遇←平等→女性優遇

 

0.32 

0.22 

0.48 

1.00 0.50 0.00 0.50 1.00

⑧社会全体

男性優遇←平等→女性優遇
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【時系列推移】 

前回調査結果と比べ、「③授業・部活・校則・委員会活動等」で「どちらかといえば女

性が優遇されている」が減少し、「⑧社会全体」で「どちらかといえば男性が優遇されて

いる」が増加した。 

 

1.5

2.9

0.7

1.1

1.2

2.3

4.5

3.8

10.2

14.3

2.4

6.3

12.2

15.3

19.9

28.3

56.5

53.7

64.5

68.9

46.9

50.1

33.5

34.5

12.5

10.8

14.6

6.8

10.9

6.3

13.6

7.3

5.0

3.4

3.7

3.1

4.2

2.2

3.7

2.2

13.8

13.9

13.8

12.8

24.2

22.8

24.4

22.9

0.5

1.0

0.2

1.0

0.5

1.0

0.3

1.0

凡例（％）

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

男性の方が

とても優遇

されている

どちらかと

いえば男性

が優遇され

ている

平等に

なって

いる

どちらかと

いえば女性

が優遇され

ている

女性の方が

とても優遇

されている

わから

ない

無回答

①家庭生活

③授業・部活・校則・委員会活動等

⑥法律や制度の上

⑧社会全体

 
 

注１：③は前回調査では「学校生活」となっている。 
注２：前回調査結果については、下記のように読み替えて表記している。 

「男性の方が優遇されている」→「男性の方がとても優遇されている」 
「どちらかといえば男性の方が優遇されている」→「どちらかといえば男性が優遇されている」 
「男女平等である」→「平等になっている」 
「どちらかといえば女性の方が優遇されている」→「どちらかといえば女性が優遇されている」 
「女性の方が優遇されている」→「女性の方がとても優遇されている」 
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４ 性別を意識した周囲からの発言 

問７ あなたは、次のようなことで、まわりの人から「男だから○○しなさい」や「女だ

から○○しなさい」と言われたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

性別を意識した周囲からの発言については、「ことばづかい」の割合が 38.1％と最も高

く、次いで「服装や身だしなみ」（36.3％）、「座り方」（29.1％）、「家事の手伝い」

（23.8％）、「整理整とん」（18.9％）の順となっている。一方、約３割（29.2％）は「言

われたことはない」と回答している。 

性別では、男性は女性に比べ「泣いた時」「スポーツ」「言われたことはない」の割合

が高く、女性は「ことばづかい」「服装や身だしなみ」「座り方」「家事の手伝い」など

男性を大きく上回る項目が多岐にわたっている。 

 

38.1

36.3

29.1

23.8

18.9

16.2

15.6

15.5

14.7

10.2

8.0

7.5

5.9

1.9

2.3

29.2

3.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

ことばづかい

服装や身だしなみ

座り方

家事の手伝い

整理整とん

歩き方

家に帰る時刻

泣いた時

食事のしかた

スポーツ

勉強

友達関係

お金の使い方

テレビ番組

その他

言われたことはない

無回答

全体(N=901)

（％）

 

14.1

20.7

7.6

8.2

8.2

5.5

3.3

25.2

6.1

15.1

9.0

5.1

6.5

2.0

2.5

44.2

4.7

69.2

56.7

56.9

43.9

33.2

29.8

31.9

4.2

25.6

4.4

6.5

11.0

5.5

1.8

1.8

9.4

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

男性(n=489)

女性(n=383)
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５ 家庭内での役割分担 

問８ あなたの家庭では、次の①から⑥までの項目を、誰が行っていますか。最もよく行っ

ている人をお答えください。（○印１つずつ） 

 

家庭内での役割分担については、「①日常の家事（食事のしたく、掃除・洗たくなど）」

「⑤学校行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等）」では「主に女の家族（母親や姉妹、祖母

など）」が高い割合を占めている。一方、「②ごみ出し」「⑥生活費を得ること」では「主

に男の家族（父親や兄弟、祖父など）」の割合が高くなっている。 

 

 

2.8

25.4

2.9

3.1

5.7

32.5

72.3

41.4

41.8

21.1

56.5

14.9

22.9

31.1

45.2

38.6

32.2

50.7

1.0

1.1

0.9

3.0

0.7

0.3

0.6

0.4

8.5

33.4

4.4

0.8

0.6

0.6

0.7

0.8

0.6

0.8

凡例（％）

全体(N=901)

①日常の家事（食事のしたく、

掃除・洗たくなど）

②ごみ出し

③子どもの世話

④祖父母など高齢者の世話

⑤学校行事への参加

（授業参観、ＰＴＡ等）

⑥生活費を得ること

主に男の

家族（※１）

主に女の

家族（※２）

男女が同じ

くらい

その他

の人

誰もしない

（※３）

無回答

 
※１：主に男の家族（父親や兄弟、祖父など） 
※２：主に女の家族（母親や姉妹、祖母など） 
※３：誰もしない（する必要がない） 

【現実】 
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全ての項目において、男性は女性に比べ「男女が同じくらい」の割合が高くなっている

が、女性は「主に女の家族（母親や姉妹、祖母など）」の割合が男性を大きく上回ってい

る。 

 

4.1

1.3

25.8

25.8

3.7

1.8

4.1

2.1

5.5

6.0

33.1

32.1

65.8

81.5

36.4

49.1

34.2

52.5

14.1

30.5

51.1

64.2

12.3

18.3

27.4

15.9

35.0

24.0

49.5

38.9

44.8

30.8

35.4

27.4

52.4

48.3

1.2

0.8

1.4

0.8

1.0

0.8

3.1

3.1

0.8

0.5

0.6

0.6

0.3

0.4

0.3

10.4

6.0

32.7

33.2

6.1

1.8

0.4

1.0

0.8

0.3

1.0

1.2

1.2

0.3

1.0

1.2

0.3

凡例（％）

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

主に男の

家族（※１）

主に女の

家族（※２）

男女が同じ

くらい

その他

の人

誰もしない

（※３）

無回答

①日常の家事（食事のしたく、掃除・洗たくなど）

②ごみ出し

③子どもの世話

④祖父母など高齢者の世話

⑤学校行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等）

⑥生活費を得ること

 
※１：主に男の家族（父親や兄弟、祖父など） 
※２：主に女の家族（母親や姉妹、祖母など） 
※３：誰もしない（する必要がない） 
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６ 理想的な家庭内での役割分担 

問９ あなたは、次の①から⑥までの項目について、主に誰が行うことが理想だと思いま

すか。（○印１つずつ） 

 

理想的な家庭内での役割分担については、いずれの項目も「男女が同じくらい」が７割

以上を占めている。また、「主に女の家族（母親や姉妹、祖母など）」の割合が高いもの

として「①日常の家事（食事のしたく、掃除・洗たくなど）」（20.3％）、「⑤学校行事

への参加（授業参観、ＰＴＡ等）」（13.2％）があげられ、「主に男の家族（父親や兄弟、

祖父など）」の割合が高いものとして「②ごみ出し」（17.8％）、「⑥生活費を得ること」

（18.0％）があげられる。 

 

 

1.6

17.8

1.4

2.6

2.6

18.0

20.3

5.1

7.3

4.0

13.2

2.0

75.6

74.4

86.2

82.1

80.1

77.1

0.9

1.1

0.7

2.4

0.8

0.9

1.2

1.2

3.7

8.4

2.9

1.3

0.4

0.4

0.7

0.4

0.4

0.7

凡例（％）

全体(N=901)

①日常の家事（食事のしたく、

掃除・洗たくなど）

②ごみ出し

③子どもの世話

④祖父母など高齢者の世話

⑤学校行事への参加

（授業参観、ＰＴＡ等）

⑥生活費を得ること

主に男の

家族（※１）
主に女の

家族（※２）
男女が同じ

くらい

その他

の人

誰もしない

（※３）
無回答

 
※１：主に男の家族（父親や兄弟、祖父など） 
※２：主に女の家族（母親や姉妹、祖母など） 
※３：誰もしない（する必要がない） 

 

 

 

【理想】 
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性別では、男性は女性に比べ「⑥生活費を得ること」で「主に男の家族（父親や兄弟、

祖父など）」の割合が高く、女性は「③子どもの世話」「⑤学校行事への参加（授業参観、

ＰＴＡ等）」「⑥生活費を得ること」で「男女が同じくらい」の割合が男性を上回ってい

る。 
 

2.2

0.8

17.0

19.3

1.8

0.3

3.5

1.3

3.7

1.3

20.4

15.1

20.0

20.4

6.3

3.4

8.4

6.5

3.3

5.0

12.1

14.9

1.4

2.6

73.8

78.1

72.6

76.2

83.0

90.3

81.2

84.1

77.7

83.0

73.8

81.2

1.4

0.3

1.6

0.5

1.2

2.9

2.1

1.2

0.3

1.6

1.6

0.5

1.6

0.5

4.5

2.6

8.4

7.6

4.5

0.5

1.6

0.8

0.8

0.8

1.0

0.3

0.8

0.8

1.0

0.3

凡例（％）

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

主に男の

家族（※１）

主に女の

家族（※２）

男女が同じ

くらい

その他

の人

誰もしない

（※３）

無回答

①日常の家事（食事のしたく、掃除・洗たくなど）

②ごみ出し

③子どもの世話

④祖父母など高齢者の世話

⑤学校行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等）

⑥生活費を得ること

 
※１：主に男の家族（父親や兄弟、祖父など） 
※２：主に女の家族（母親や姉妹、祖母など） 
※３：誰もしない（する必要がない） 
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【時系列推移】 

前回調査結果と比べ、「③子どもの世話」で「主に女の家族（母親や姉妹、祖母など）」

が大きく減少し、「男女が同じくらい」が大きく増加した。 

 

0.8

1.6

1.3

1.4

24.0

20.3

19.8

7.3

72.4

75.6

74.6

86.2

2.0

0.9

2.5

0.7

1.2

3.7

0.7

0.4

1.9

0.7

凡例（％）

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

主に男の

家族（※１）

主に女の

家族（※２）

男女が同じ

くらい

その他

の人

誰もしない

（※３）

無回答

①日常の家事（食事のしたく、掃除・洗たくなど）

③子どもの世話

 
※１：主に男の家族（父親や兄弟、祖父など） 
※２：主に女の家族（母親や姉妹、祖母など） 
※３：誰もしない（する必要がない） 
 
注１：前回調査では「誰もしない（する必要がない）」の選択肢はない。 
注２：前回調査結果については、下記のように読み替えて表記している。 

「主として夫」→「主に男の家族（父親や兄弟、祖父など）」 
「主として妻」→「主に女の家族（母親や姉妹、祖母など）」 
「夫と妻で分担」→「男女が同じくらい」 
「夫と妻以外の家族」「外部サービスを利用」「その他」→「その他の人」 

 
 

 

 

 



17 

 

【再掲／現実（問８）と理想（問９）の比較】 

現実と理想の分担を比較すると、特に「①日常の家事（食事のしたく、掃除・洗たくな

ど）」「③子どもの世話」「⑤学校行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等）」などでは、理

想として「男女が同じくらい」の割合が高いが、現実は「主に女の家族（母親や姉妹、祖

母など）」の割合が高くなっている。 

 

2.8

72.3

22.9

1.0

0.6

0.6

1.6

20.3

75.6

0.9

1.2

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主に男の家族

主に女の家族

男女が同じくらい

その他の人

誰もしない

（する必要がない）

無回答

現実(N=901)

理想(N=901)

（％）

①日常の家事（食事のしたく、掃除・洗たくなど）

25.4

41.4

31.1

1.1

0.4

0.6

17.8

5.1

74.4

1.1

1.2

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主に男の家族

主に女の家族

男女が同じくらい

その他の人

誰もしない

（する必要がない）

無回答

現実(N=901)

理想(N=901)

（％）

②ごみ出し

 

2.9

41.8

45.2

0.9

8.5

0.7

1.4

7.3

86.2

0.7

3.7

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主に男の家族

主に女の家族

男女が同じくらい

その他の人

誰もしない

（する必要がない）

無回答

現実(N=901)

理想(N=901)

（％）

③子どもの世話

 

3.1

21.1

38.6

3.0

33.4

0.8

2.6

4.0

82.1

2.4

8.4

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主に男の家族

主に女の家族

男女が同じくらい

その他の人

誰もしない

（する必要がない）

無回答
現実(N=901)

理想(N=901)

（％）

④祖父母など高齢者の世話

 

5.7

56.5

32.2

0.7

4.4

0.6

2.6

13.2

80.1

0.8

2.9

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主に男の家族

主に女の家族

男女が同じくらい

その他の人

誰もしない

（する必要がない）

無回答

現実(N=901)

理想(N=901)

（％）

⑤学校行事への参加（授業参観、ＰＴＡ等）

 

32.5

14.9

50.7

0.3

0.8

0.8

18.0

2.0

77.1

0.9

1.3

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

主に男の家族

主に女の家族

男女が同じくらい

その他の人

誰もしない

（する必要がない）

無回答

現実(N=901)

理想(N=901)

（％）

⑥生活費を得ること
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７ 家での手伝い 

問 10 あなたは、家の手伝いをしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

家での手伝いについては、「食事のあとかたづけ・食器洗い」の割合が 48.9％と最も高

く、次いで「家の掃除」（44.7％）、「洗たく」（39.2％）、「食事のしたく」（34.5％）、

「ごみ出し」（25.9％）の順となっている。一方、「手伝いはしていない」は 13.3％となっ

ている。 

性別では、男性は女性に比べ「ごみ出し」の割合が高く、女性は「食事のあとかたづけ・

食器洗い」「食事のしたく」の割合が男性を大きく上回っている。 

 

48.9

44.7

39.2

34.5

25.9

24.4

20.6

6.3

7.1

13.3

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

食事のあとかたづけ・

食器洗い

家の掃除

洗たく

食事のしたく

ごみ出し

買物（おつかい）

きょうだいの世話

祖父母など高齢者の世話

その他

手伝いはしていない

無回答

全体(N=901)

（％）

44.6

45.4

36.2

28.8

29.2

22.3

19.0

7.6

8.0

14.9

1.2

54.3

43.6

42.8

41.5

20.9

26.6

22.5

5.2

6.3

10.7

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

男性(n=489)

女性(n=383)
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８ 望ましい女性の働き方 

問 11 働いている女性は、結婚や妊娠、出産などを機に仕事をやめる人が多い現状があ

ります。あなたは、どのような女性の働き方が望ましいと思いますか。（○印１つ） 

 

望ましい女性の働き方については、「子どもができたら働くことをやめて、子どもが大

きくなったら再び働くほうがよい」の割合が 44.2％と最も高く、次いで「子どもができて

も、お休みをもらいながらずっと働き続けるほうがよい」が 37.8％で続いている。 

性別では、男性は女性に比べ「わからない」の割合が高く、女性は「子どもができても、

お休みをもらいながらずっと働き続けるほうがよい」の割合が男性を大きく上回っている。 

 

44.2

37.8

2.6

0.6

0.3

13.8

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

子どもができたら働くことをやめて、子どもが

大きくなったら再び働くほうがよい

子どもができても、お休みをもらいながら

ずっと働き続けるほうがよい

子どもができたら、仕事をしないほうがよい

結婚したら、仕事をしないほうがよい

女性は仕事をしないほうがよい

わからない

無回答

全体(N=901)

（％）

 

45.4

28.8

4.3

0.6

0.6

19.0

1.2

43.3

49.3

0.3

0.5

0.0

6.3

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

男性(n=489)

女性(n=383)
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【時系列推移】 

前回調査と選択肢が異なるため単純な比較はできないが、今回調査では「子どもができ

たら、仕事をしないほうがよい」が大きく減少している。 

 

32.8

32.3

9.6

0.9

19.6

44.2

37.8

2.6

0.6

0.3

13.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

子どもができたら働くことをやめて、子どもが

大きくなったら再び働くほうがよい

子どもができても、お休みをもらいながら

ずっと働き続けるほうがよい

子どもができたら、仕事をしないほうがよい

結婚したら、仕事をしないほうがよい

女性は仕事をしないほうがよい

わからない

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

（％）

－

 

注：前回調査では「子どもができたら働くことをやめて、子どもが大きくなったら再び働くほうがよい」の選択肢はない。 
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９ 希望する進路 

問 12 あなたの希望する進路は次のうちどれですか。（○印１つ） 

 

希望する進路については、「専門学校・各種学校まで」の割合が 31.5％と最も高く、次

いで「文系大学（４年制）まで」（20.3％）、「高等学校まで」（13.2％）、「理系大学

（４年制）まで」（12.1％）の順となっている。また「その他」では、「決めていない」

「就職」などの回答がみられた。 

性別では、男性は女性に比べ「文系大学（４年制）まで」「理系大学（４年制）まで」

の割合が高く、女性は「専門学校・各種学校まで」の割合が男性を大きく上回っている。 

 

13.2

31.5

6.4

20.3

12.1

4.0

11.4

1.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

高等学校まで

専門学校・各種学校まで

短期大学まで

文系大学（４年制）まで

理系大学（４年制）まで

大学院（６年制大学を含む）まで

その他

無回答

全体(N=901)

（％）

 

14.1

21.1

4.7

23.1

17.0

5.3

13.3

1.4

12.8

45.4

8.9

16.4

5.7

2.6

7.8

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

男性(n=489)

女性(n=383)
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10 用語の認知状況 

問 13 あなたは、次の言葉の意味を知っていますか。（○印１つずつ） 

 

用語の認知状況については、「内容まで知っている」の割合が高い順に「③ドメスティッ

ク・バイオレンス（ＤＶ）」（69.9％）、「⑤性的マイノリティ（性的少数者）／ＬＧＢ

Ｔ（Ｑ＋）」（59.2％）となっている。 

一方、「知らない」の割合が高い順に「④デートＤＶ」（38.3％）、「②ワーク・ライ

フ・バランス（仕事と生活の調和）」（20.9％）、「①ジェンダー」（17.9％）となって

いる。 

 

38.7

34.5

69.9

30.9

59.2

42.6

43.8

18.5

29.4

25.9

17.9

20.9

11.2

38.3

14.8

0.8

0.8

0.3

1.4

0.2

凡例（％）

全体(N=901)

①ジェンダー

②ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

③ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

④デートＤＶ

⑤性的マイノリティ（性的少数者）

ＬＧＢＴ（Ｑ＋）

内容まで

知っている

言葉を見たり

聞いたりした

ことがある

知らない 無回答
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全ての用語において、女性は「内容まで知っている」の割合が男性を上回っており、特

に「②ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」「⑤性的マイノリティ（性的少

数者）／ＬＧＢＴ（Ｑ＋）」で男性を大きく上回っている。 

 

35.0

42.3

29.2

41.3

66.3

73.6

28.6

32.4

53.6

66.1

43.1

43.6

45.4

42.3

20.0

17.8

29.7

30.3

27.8

23.5

20.7

13.8

24.1

16.2

13.1

8.6

40.7

35.2

18.2

10.4

1.2

0.3

1.2

0.3

0.6

1.0

2.1

0.4

凡例（％）

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

男性(n=489)

女性(n=383)

内容まで

知っている

言葉を見たり

聞いたりした

ことがある

知らない 無回答

①ジェンダー

②ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

③ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

④デートＤＶ

⑤性的マイノリティ（性的少数者）／ＬＧＢＴ（Ｑ＋）
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【時系列推移】 

前回調査結果と比べ、④デートＤＶで「内容まで知っている」が大きく増加した。また、

⑤性的マイノリティ（性的少数者）／ＬＧＢＴ（Ｑ＋）については、言葉を知っている人

が大きく増加した。 

 

68.6

69.9

17.8

30.9

21.0

18.5

23.9

29.4

10.0

11.2

56.4

38.3

0.5

0.3

1.9

1.4

凡例（％）

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

内容まで

知っている

言葉を見たり

聞いたりした

ことがある

知らない 無回答

③ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

④デートＤＶ

 
 

13.3

85.1

86.1

14.8

0.6

0.2

凡例（％）

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

はい いいえ 無回答

⑤性的マイノリティ（性的少数者）／ＬＧＢＴ（Ｑ＋） という言葉を知っていますか

 
注：⑤性的マイノリティ（性的少数者）／ＬＧＢＴ（Ｑ＋）については、前回調査と比較するため、選択肢を前回に合わせて

表記している。 
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11 暴力等を受けた経験 

問 14 あなたは、恋人などから、次の①から④までの項目について、したり、されたり、

自分のまわりで見たり聞いたりしたことがありますか。 

（それぞれあてはまるものすべてに○） 

 

①殴る、けるなどの身体的暴力 

殴る、けるなどの身体的暴力については、「したかもしれない」が 0.3％、「されたか

もしれない」が 1.7％、「見たり聞いたりしたことがある」が 4.4％となっている。 

性別では、大きな差はみられない。 
 

0.3

1.7

4.4

93.0

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

したかもしれない

されたかもしれない

見たり聞いたりしたことがある

ない

無回答

全体(N=901)

（％）

 

0.4

2.2

4.1

92.8

0.6

0.3

0.8

4.7

93.5

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

男性(n=489)

女性(n=383)

 
 

②大声でどなる、無視するなどの精神的暴力 

大声でどなる、無視するなどの精神的暴力については、「したかもしれない」が 0.9％、

「されたかもしれない」が 2.4％、「見たり聞いたりしたことがある」が 5.1％となって

いる。 

性別では、大きな差はみられない。 

 

0.9

2.4

5.1

91.2

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

したかもしれない

されたかもしれない

見たり聞いたりしたことがある

ない

無回答

全体(N=901)

（％）

 

0.8

3.1

4.1

91.6

0.6

0.8

1.6

6.0

91.4

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

男性(n=489)

女性(n=383)
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③性行為を強要するなどの性的暴力 

性行為を強要するなどの性的暴力については、「したかもしれない」が 0.2％、「され

たかもしれない」が 0.8％、「見たり聞いたりしたことがある」が 2.3％となっている。 

性別では、大きな差はみられない。 
 

0.2

0.8

2.3

96.2

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

したかもしれない

されたかもしれない

見たり聞いたりしたことがある

ない

無回答

全体(N=901)

（％）

 

0.2

0.2

2.5

96.5

0.6

0.3

1.6

1.8

96.1

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

男性(n=489)

女性(n=383)

 

 

④勝手にメールなどを見る、人との付き合いを制限するなどの社会的隔離 

勝手にメールなどを見る、人との付き合いを制限するなどの社会的隔離については、「し

たかもしれない」が 0.6％、「されたかもしれない」が 2.6％、「見たり聞いたりしたこ

とがある」が 4.3％となっている。 

性別では、大きな差はみられない。 

 

0.6

2.6

4.3

92.3

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

したかもしれない

されたかもしれない

見たり聞いたりしたことがある

ない

無回答

全体(N=901)

（％）

 

0.8

2.2

4.5

92.2

0.4

0.3

2.6

3.4

93.5

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

男性(n=489)

女性(n=383)
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12 ＤＶに関する相談機関の認知状況 

問 15 あなたは、ＤＶの相談機関を知っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

ＤＶに関する相談機関の認知状況については、「三豊市役所（子育て支援課）」の割合

が 18.4％と最も高く、次いで「香川県警察総合相談センター」（9.1％）、「香川県子ど

も女性相談センター」（8.7％）、「三豊警察署生活安全課」（8.5％）の順となっている。

一方、６割以上（65.3％）が「相談できる機関を知らない」と回答している。 

性別では、男性は「相談できる機関を知らない」の割合が女性を大きく上回っており、

女性は男性に比べ「三豊市役所（子育て支援課）」「香川県子ども女性相談センター」の

割合が高くなっている。 

 

18.4

9.1

8.7

8.5

3.3

65.3

4.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

三豊市役所（子育て支援課）

香川県警察総合相談センター

香川県子ども女性相談センター

三豊警察署生活安全課

かがわ男女共同参画相談プラザ

相談できる機関を知らない

無回答

全体(N=901)

（％）

 

14.3

8.0

4.3

8.6

2.7

70.1

5.5

23.2

10.2

14.4

8.4

4.2

59.3

3.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

）

男性(n=489)

女性(n=383)
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【時系列推移】 

前回調査結果と比べ、「三豊警察署生活安全課」が減少し、「相談できる機関を知らな

い」が大きく増加した。 

 

20.6

8.7

11.1

16.6

3.5

54.8

18.4

9.1

8.7

8.5

3.3

65.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

三豊市役所（子育て支援課）

香川県警察総合相談センター

香川県子ども女性相談センター

三豊警察署生活安全課

かがわ男女共同参画相談プラザ

相談できる機関を知らない

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

（％）
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13 性に関する悩みの有無 

問 16 あなたは今までに自分の身体の性、心の性又は恋愛対象の性などで悩んだことが

ありますか。（○印１つ） 

 

性に関する悩みの有無については、「悩んだことがある」が 3.1％、「悩んだことはな

い」が 95.8％となっている。 

性別では、大きな差はみられない。 

 

 

3.1

2.0

4.4

95.8

96.3

95.0

1.1

1.6

0.5

凡例（％）

全体(N=901)

【性別】

男性(n=489)

女性(n=383)

悩んだことがある 悩んだことはない 無回答

 

 

【時系列推移】 

前回調査結果と比べ、大きな変化はみられない。 

 

5.3

3.1

93.2

95.8

1.5

1.1

凡例（％）

H29前回調査(N=863)

Ｒ３今回調査(N=901)

悩んだことがある 悩んだことはない 無回答
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